
本校教育目標：【自主】自ら進んで学ぶ生徒 【寛容】明朗で思いやりのある生徒 【挑戦】健康でたくましい生徒

〈重点目標〉自ら考え、判断し、目標に向かって実践する生徒 ～夢の実現～

全国学力・学習状況調査結果！
令和４年度全国学力・学習状況調査の結果（対象：３学年）については、本校のホームページからお

知らせしております。学力調査については、国語・数学・理科ともに全国平均を上回る結果となりまし

た。このことは、各授業でのタブレット PC 等の ICT の効果的な活用や、他の生徒と意見を交換しての
話し合い活動による協働的な学習の成果ととらえています。

なお、各ご家庭には「毎日決まった時間に落ち着いて学習や読書をする環境づくり」や「携帯電話・

スマートフォンなどを持たせる際の使用時間や利用法などの約束事」についてお願いをしております。

１・２年生の皆さんについても同様です。更なる学力向上に向けて、ご理解とご協力をいただきますよ

うよろしくお願いします。

【原町三中生（３年生）の強み】
○全員が「読書が好き」と回答しています。

○「人が困っているときは、進んで助けていますか？」には８８％の生徒が、「人の役に立つ人間に

なりたいと思いますか？」には９４％の生徒が「はい」と答えています。

【今後心がけていきたいこと】
●「自分にはよいところがあると思いますか？」に、「はい」と答えた生徒が５８％でした。

・「今の自分」をしっかりと理解し、「やりたいこと」、「やれること」を実行に移してはどうでしょう

か。そして、「やろうとした自分や」、「できた自分」を褒めて自分に自信を持ってほしいと思います。

相馬地方中学校英語弁論大会 標記大会が、８月２６日（木）に相馬市民会館で開催されまし

た。本校からは、後藤さん（３年）が「暗唱の部」に、緑川さん（３年）が「創作の部」に出場しまし

た。２人とも、夏休み中、計画的にスピーチの練習に取り組んでいました。

後藤さんは「A Graduation Gift from Steve Jobs」という演題で、アップル社創業者のスティーブ・ジョ
ブズ氏が、2005 年 6 月、アメリカのスタンフォード大学の卒業式に出席した時のスピーチを再現しまし
た。「ハングリーであれ。愚かであれ（Stay hungry,Stay foolish）」
のフレーズで知られることとなった有名なスピーチです。

緑川さんは、「Human Right Violation」という演題で、国語の授
業で調べたインターネットによる人権侵害をテーマにインターネ

ットの望ましい活用の仕方について自分の考えを発表しました。

弁論大会を通じて英語で表現する楽しさを覚え、もっと話せる

ようになりたいと感じたら、それは次へのステップに繋がります。

ステージ上の緊張感が、大勢の前で英語でスピーチした経験が

今後に必ず生きてくるはずです。

第６７回福島県たなばた展 書写の課題は１年生が「新緑」、２年生が「納涼」、

３年生が「黒潮」でした。６３名の生徒が応募し、１０名が特選をいただきました。

【特選】齊藤さん（３年）、佐藤さん（３年）、渡邉さん（３年）、遠藤さん（２年）
三瓶さん（２年）、鈴木さん（２年）、山田さん（２年）、後藤さん（１年）

齊藤さん（１年）、宮寺さん（１年）

廃品回収 明日（２７日：土）は、総務委員会主催の廃品回収が行われます。

詳細につきましては、令和４年７月１９日付の通知をご覧ください。天候が心配ではありますが、ＰＴ

Ａ会員皆様のご協力をお願いいたします。
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